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上期の振り返り 



平均月商（万円） 
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出処：USDA Livestock, Poultry & GrainMarket News 



Ｈ26年12月期 第２四半期 
決算概要 



直営店 ＦＣ店 

 売上高 

 客   数 

 客単価 

既存店前年比 

１０１.４% １０２.８% 

１００.６% １００.５% 

１０２.０% １０３.３% 



6,972 

平成２５年２Ｑ 平成２６年２Ｑ 

8,246 

+1,274 

+168 

既存店 

+855 

2５年新店 

+425 

2６年新店 

△174 

退店 

売上高の増減要因 
（単位：百万円） 



  
平成２５年第２四半期 平成２６年第２四半期 

金額 構成比 金額 構成比 前期増減額 増減率 

売上高 6,972  100.0% 8,246  100.0% 1,274  18.3% 

売上原価 2,960  42.5% 3,633  44.1% 673  22.8% 

売上総利益 4,011  57.5% 4,612  55.9% 600  15.0% 

販管費 2,969  42.6% 3,370  40.9% 401  13.5% 

営業利益 1,042  15.0% 1,242  15.1% 199  19.1% 

経常利益 1,064  15.3% 1,224  14.8% 160  15.1% 

当期純利益 621  8.9% 779  9.4% 157  25.3% 

業績ハイライト 
（単位：百万円） 



主要経費の増減要因 

・売上原価率 ＋1.6pt 
ＦＣ事業部門の構成比の増加 

食材卸売原価の上昇 

店舗原価の上昇 ＋0.2pt 

＋0.2pt 

＋1.2pt 

・販管費率    △1.7pt 

人件費率の低下 
賃借料等の固定費率の低下   

販売費率の低下 △0.2pt 

△0.8pt 
△0.7pt 



平成２５年２Ｑ 平成２６年２Ｑ 

かつや直営 
５８.６% 

６.２% 

ＦＣ事業 
３３.５% 

かつや直営 
５５.８% 

５.３% 

ＦＣ事業 

３７.４% 

かつや直営 その他飲食事業 FC事業 その他事業 

事業部門別売上高 



  

平成２５年第２四半期 平成２６年第２四半期 

金額 金額 

特別利益 5 122 

店舗譲渡益 － 93 

貸倒引当金戻入額 － 28 

その他 5 － 

特別損失 54 51 

  
  
  
  
  
  

固定資産除却損 12 15 

店舗閉鎖損失 41 14 

減損損失 － 16 

その他 － 6 

特別損益 
（単位：百万円） 



  

平成２５年１２月期 平成２６年第２四半期 

金額 金額 前期増減額 

流動資産 5,687 9,228 3,540 

固定資産 4,050 3,938 △ 111 

資産 9,737 13,167 3,429 

流動負債 2,207 2,045 △ 162 

固定負債 714 749 35 

純資産 6,815 10,371 3,556 

負債純資産 9,737 13,167 3,429 

貸借対照表 
（単位：百万円） 



（単位：百万円） 

  

平成２５年第２四半期 平成２６年第２四半期 

金額 金額 前期増減額 

営業活動C/F 694 986 292 

投資活動C/F △ 355 △ 164 190 

財務活動C/F △ 87 2,804 2,892 

現金等増加額 252 3,624 3,372 

キャッシュフロー 



店舗数 

業態別 

平成２５年 
１２月期 

平成２６年第２四半期 

店舗数 出店数 店舗譲渡 閉店数 店舗数 

か
つ
や 

国内直営店 103 2 △3 △1 101 
国内ＦＣ店 141 14 3 - 158 

海外直営店 - 1 - - 1 

海外ＦＣ店 3 1 - - 4 

かつや 計 247 18 0 △1 264 

その他直営店 11 2 - △1 12 

全店 合計 258 20 0 △2 276 



今後の事業展開 



かつや既存店対策と実施率 

２００２年 ２０１６年 

①客席稼働向上 
メニュー圧縮 

②来店頻度UP 
フェアメニュー 

③新規客獲得 
キャンペーン 

④利用機会拡大 
デリバリー 

⑤顧客層拡大 
かつ弁 

⑥新規市場開拓 
モーニング 

３５％ 

３６％ 

１８％ 客
数 

平
均
月
商 実施率 

１００％ 

１００％ 

１００％ 

２０１６年末迄に 

実施率７０％へ 

７０％へ 

５０％へ 



かつや既存店対策と実施率 

実施率７０％へ 実施率７０％へ 実施率５０％へ 

2016年 
平均月商８００万円 



かつや出店予定 

上期計 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 合計 

直営 2 

ＦＣ 14 

海外 2 

合計 18 

1 1 2 1 1 8 

９ 4 ４ 2 3 2 38 

1 1 2 １ 7 

11 6 8 4 3 3 53 



かつや出店計画 

2017年 500店 

 年間６０～８０店出店 
 

 ビルイン型出店も再開 
 

 積極的なリプレイスの実施 



かつや海外展開 

タイ 
かつや Siam Square 1店（７月OPEN） 

韓国 
かつや 鐘路店（３月OPEN） 



かつや海外展開 

客層、利用目的、ニーズ ・・・ 日本との違い 

ローカライズの重要性 

- 韓国 - - 香港 - - タイ - 



かつや海外展開 

ローカルメニュー導入 

客
数 

韓国 

香港 



かつや海外展開 

ショッピングセンター 
路面店 

年間 
３～５店舗 

ショッピングセンター 
路面店 

年間 
３～５店舗 

ショッピングセンター 
路面店 

+ 
駐車場付き 
ロードサイド 

年間 
５店舗以上 

-香港- 

-タイ- 

-韓国- 



かつや海外展開 

２０１６年末 
 

末端売上高 ３０億円 
（海外店舗売上高合計） 



天丼あきば 

•天丼ＦＦへ多くの外食が参入 

独自性、差別化の難しさ 

•既存「あきば」２店舗は好調 

北海道に新規出店 

今
期
中
に
展
開
継
続
か
否
か
判
断 



肉めし岡むら屋 

•大きな市場の予感 

•秋葉原店売上実績 
 ５月 ２４０万円※5日間営業実績 

 ６月 ９９３万円 

ビルイン中心に 
出店を開始 

http://www.arcdining.co.jp/okamuraya/images/menu0401.jpg


資金調達の目的 

国内新規出店 25億円（42店舗） 

海外新規出店 11億円（11店舗） 

既存店改装      3億円（29店舗） 

平均投資金額   59百万円 
 

平均投資金額 100百万円 
 

平均投資金額   10百万円 
かつ弁併設改装、老朽化に伴うリニューアル含む 



その他の投資予定 

食肉加工事業への参入 
マルハニチロ㈱と合弁会社設立 
飲食店・量販店向けの食肉加工品の製造・販売 
販路拡大に向けた新工場の設立 
（工場のみで5億円、土地も合わせると10億円の見込） 

効果、リスクを慎重に検討中 



その他の投資予定 

ＦＣ転貸スキームの確立 
ＦＣ出店加速に向けた出店支援 
１店舗あたりの投資額は約1,600万円 
最大年間30件程度の加盟店が活用 

約５億円の投資を見込、準備中 



通期の業績予想 

１７０億円 
(１１３.４％) 

売 上 高 

経 常 利 益 

純 利 益 

２５.５億円 
(１０８.１％) 

１４.３億円 
(１０５.７％) 



 
本資料に関するお問合せ 

 本資料を作成するに当たっては正確性を期すため慎重に行っておりますが、完全性を保証するものではあ
りません。本資料中の情報によって生じた損害については、当社は一切責任を負いません。 
 本資料中の業績予想ならびに将来予測は、本資料作成時点で入手可能な情報に基づき当社が判断
したものであり、潜在的なリスクや不確実性が含まれております。そのため、事業環境の変化等の様々な要
因により、実際の業績は言及または記述されている将来見通しとは大きく異なる結果となることがあることを
ご承知おきください。 

本資料に関するお問い合わせ 
アークランドサービス株式会社 

管理本部 
ＴＥＬ：03-5217-1531 

Ｅ-ｍａｉｌ：ir@arclandservice.co.jp 


